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	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。B細胞性CLL/リンパ腫11B（BCL11B）ヒト この遺伝子はC2H2型ジンクフィンガータンパク質をコードし、B細胞悪性腫瘍との関連が示唆される遺伝子BCL11Aと近縁である。この遺伝子の具体的な機能は解明されていないが、コードされているタンパク質は転写抑制因子であることが知られており、ヌクレオソームリモデリングおよびヒストン脱アセチル化酵素複合体NURDによって制御されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする4つの選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2013年8月]
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	Jurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析 Ctip2ウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。1、Ctip2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス脾臓組織の免疫組織化学分析。1、Ctip2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット脾臓組織の免疫組織化学分析。1、Ctip2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

